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Abstract 

Three specimens of Palaemon parvibrachium (Crustacea: Decapoda) were collected from Lake Hamana, 

Shizuoka Prefecture, Japan. This species was originally described from Ena Bay, Miura Peninsula, Kanagawa 

Prefecture in 2024 and has not been recorded elsewhere since then. The present finding thus represents the 

second record and locality of this species. 
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緒言 

スジエビ属 Palaemon Weber, 1795はテナガエビ

科 Palaemonidae に属する十脚甲殻類であり、世界

から 89 種、日本周辺から 14 種が知られている

（林 1999, 2000a, b; De Grave and Ashelby 2013, 

2020; Carvalho et al. 2014a, 2014b, 2017; Tzomos and 

Koukouras 2015; Ashelby et al. 2018; Katogi et al. 

2019; Komai and Hanai 2024）。このうちアミメス

ジエビ Palaemon parvibrachium Komai and Hanai, 

2024 は、神奈川県から得られた標本に基づいて

2024 年に記載された種であり、額角上縁と頭胸

甲上に計 15 歯を備えること、第 2 胸脚の鉗部は

腕節よりも長い（腕節長の 1.8–2.0 倍）ことなど

により、日本産の同属他種と識別される（Komai 

and Hanai 2024）。本種はこれまでに神奈川県三浦

半島江奈湾から得られた 4 個体のみしか記録さ

れておらず、その分布や生息環境に関する基礎的

な知見はほとんど不明である。 

このたび、著者らは静岡県浜名湖で行った採集

調査により、アミメスジエビに同定される 3 標本

を得た。これらの記録は本種の 2 地点目の記録で

あるとともに、原記載以後初の記録として本種の

生息状況に関する重要な情報を提供するものと

考えられるため、ここに報告する。 

 

材料および方法 

採集調査は，浜名湖南部に位置する静岡県浜松

市中央区舞阪町弁天島（Fig. 1）にて、2024 年の

6 月 8 日、6 月 11 日、6 月 13 日、6 月 19 日、6 月

22 日、6 月 27 日、7 月 6 日、7 月 12 日、7 月 22

日、7 月 24 日、7 月 26 日の計 11 回行った。調査

は 1–2 名で、干潮時に各日 1–2 時間行った。標本

の採集は、前幅 30 cm のタモを用いてコアマモ場

を薙ぐようにして行った。また、コアマモ場の近

傍にある砂地、転石帯、岸壁といった他の環境に

ついても採集を行った。水深は、採集時における

海面から海底までの深さで記した。採集した個体

は、生きたまま実験室に持ち帰り、氷殺したのち 
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Fig. 1. Sampling location of Palaemon 

parvibrachium. Star indicates sampling location of 

this study, and circle shows type locality of the 

species. 

 
Fig. 2. Fresh specimen of Palaemon parvibrachium 

(CBM-ZC 18142). A, lateral view; B, live specimen. 

Photos by T. Suematsu (A) and S. Kato (B). 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に 70 %エタノール水溶液中で保存した。生時お

よび鮮時の色彩は、それぞれ生時および氷殺直後

に撮影した写真により記録した。標本の各部の計

測はデジタルノギスを用いて 0.1 mm 単位で測定

した。検討標本の大きさは、額角の基部から頭胸

甲の後縁中央までの長さである頭胸甲長（CL: 

carapace length）で示した。額角歯式（Rostral teeth 

formula, RTF）は、“頭胸甲上の歯数+額角上縁の

歯数/額角下縁の歯数”と表記した。頭胸甲上と額

角上縁の境界については、丸山（2017）に従い鋸

歯の付け根の前側が眼窩後縁より後ろにあれば

頭胸甲上、前にあれば額角上縁とみなした。各部

位の和名については主に（林 1999, 2000a, b）に従

い、“額角（rostrum）”のように和名と英名を併記

した。和名が不明な部位については Komai and 

Hanai（2024）に基づき英語のまま表記した。 

本研究に用いたアミメスジエビの標本は千

葉県立中央博物館（CBM-ZC）に登録・保管さ

れている。なお、同所的に採集されたスジエビ

属他種の標本の一部も同博物館に登録・保管さ

れている。 

 

結果 

 

アミメスジエビ 

Palaemon parvibrachium Komai and Hanai, 2024 

（Fig. 2） 

 

標本 CBM-ZC 18140、1 個体、4.8 mm CL、2024

年 6 月 11 日、静岡県浜松市中央区舞阪町弁天島

（34°41′42″ N, 137°35′25″ E）、手網、末松知宙。

CBM-ZC 18141、1 個体、4.4 mm CL、2024 年 6 月

22 日、静岡県浜松市中央区舞阪町弁天島

（34°41′42″ N, 137°35′25″ E）、手網、末松知宙。

CBM-ZC 18142、1 個体、4.1 mm CL、2024 年 7 月

26 日、静岡県浜松市中央区舞阪町弁天島

（34°41′42″ N, 137°35′25″ E）、手網、末松知宙。 
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記載 体はやや細い円筒形で、わずかに側扁す

る；体表は平滑で無毛。額角（rostrum）は細長い

直線状で、その先端はわずかに上向きに反り上が

る；額角の先端は触角鱗（scaphocerite）の前縁を

わずかに超えるかほぼ等位；額角の下縁（ventral 

margin）は緩やかに湾曲し、中央部で幅が最も広

くなる；額角長は頭胸長の約 0.9–1.0 倍；額角歯

式は 3+11/3（CBM-ZC 18141, 18142）または 3+12/3 

（CBM-ZC 18140）；額角上縁（dorsal margin）の

歯はほぼ等間隔に並ぶが、先端の 2 歯は他の額角

歯からやや離れる；頭胸甲上の最後端の歯は他の

歯よりもやや離れ、頭胸甲の先端を始点として頭

胸甲長の 0.23–0.25 倍の場所に位置する；額角下

縁の 3 歯は発達する。頭胸甲の側面前縁にはやや

小さい触角上棘（ antennal spine）と鰓前棘

（branchiostegal spine）を備える。鰓前棘の基部直

上 か ら 頭 胸 甲 の 中 央 に か け て 縫 合 線

（branchiostegal suture）が縦走する。眼窩下葉

（suborbital lobe）は頂点が鈍い三角形で、触角上

棘にわずかに達しない。前側角（pterygostomial 

angle）は丸みを帯びる。 

第 1–3 腹節側板（pleonal pleura）は丸みを帯び

る；第 4 腹節側板の腹側後端は鈍く尖る；第 5 腹

節側板の腹側後端は鋭く尖る；第 6 腹節側板の腹

側後端には小さな棘を持ち、後縁の中央部にも鋭

く尖った突起を持つ。第 6 腹節には肛門前棘

（preanal tooth）を欠く。尾節の背面には 2 対の

鋭い棘状剛毛（spiniform setae）を備える；後縁に

は 1 対の羽状の剛毛と 2 対の棘上剛毛を備え、内

側の 1 対は外側の 1 対よりはるかに長い。 

第 1 触角柄部（antennular peduncle）は触角鱗外

縁先端部の歯の基部に達しない；第 1 触角柄部の

第 1節（basal article）は第 2節（intermediate article）

および第 3 節（distal article）よりも長く、その長

さは第 1 触角柄部全体の長さの半分以上を占め

る；触角棘（stylocerite）は鋭く、第 1 触角柄部第

1 節の中央より近位側から生じる；第 1 触角柄部

第 2 節の外側縁と内側縁には明瞭な隆起があり、

双方に羽状の剛毛が並ぶ；第 3 節は第 2 節よりも

はるかに長い。触角鱗はやや幅広く、その長さは

幅の約 2.9–3.1 倍；触角鱗長は頭胸甲長の約 0.9

倍；触角鱗の外縁は直線状で、その先端部には棘

を備える；鱗片基節（basicerite）の側面には小さ

な棘を備える；鱗片腕節（carpocerite）は触角鱗の

中央に達しない。 

第 3 顎脚（third maxilliped）はやや側扁し、第

1 触角柄部第 3 節の中央付近に達する；第 3 顎脚

の底節（coxa）には円形の副肢（epipod）を備え

る；最終第 3 節（antepenultimate article）は基部側

で強く側偏するが、末端側では肥厚する；最終第

2 節（penultimate article）は円筒形で、最終第 3 節

よりやや短い；最終第 2 節の側方には剛毛がまば

らに並ぶ；最終節（ultimate article）の長さは最終

第 2 節よりわずかに短い；最終節は先端が鋭く尖

り、側面に剛毛が縦に並ぶ。 

第 1 胸脚（first pereopod）は触角鱗の末端にわ

ずかに達しないかほぼ等位；第 1 胸脚の長節

（merus）は坐節（ischium）より長い；腕節（carpus）

は長節とほぼ同長で、遠位側で僅かに幅が広が

る；鉗部（chela）は腕節よりやや短い；指部（finger）

は掌部（palm）とほぼ同長で、剛毛をもつ。 

第 2 胸脚（second pereopod）は左右対称；第 2

胸脚は触角鱗の末端を指部長の分だけ超える；坐

節と長節はほぼ同長；腕節は長節や坐節と比べて

短く、その長さは長節の約 0.7–0.8 倍；腕節は末

端に行くほど幅が広がる；鉗部は腕節より長く、

その長さは腕節の約 2.0 倍；指部は掌部とほぼ同

長で、先端が尖る；不動指（fixed finger）および

可動指（＝指節；dactylus）における咬合縁（occlusal 

margin）には歯や欠刻がない。 

第 3–5 胸脚（third to fifth pereopod）の形態は互

いに概ね類似するが、後方の胸脚ほどより長い。

第 3 胸脚は触角鱗の末端にほぼ達する；第 3 胸脚

の長節は坐節よりも長い；第 3 胸脚の腕節の長さ

は長節の半分程度；前節は長節とほぼ同長で、屈

側縁（flexor margin）には疎らな 4 つの棘状剛毛

を、末端には 1 対の剛毛を備える。指節は細長い

爪状で、先端で先細る。第 4 胸脚は触角鱗の先端

をわずかに超える（ただし、CBM-ZC 18140 の左

の第 4 胸脚は触角鱗の基部をわずかに超える程

度で先端には届かない）。第 5 胸脚は触角鱗の先

端をわずかに超える；第 5 胸脚の長節は坐節より
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Fig. 3. Habitat of Palaemon parvibrachium in Lake 

Hamana. 

長い；腕節は長節より短く、その長さは長節の半

分程度；前節の長さは腕節の約 2.0 倍；前節の屈

側縁には疎らな 4 つの棘状剛毛を備える；指節は

細長い爪状で、先端で先細る。 

尾肢（uropod）は尾節（telson）後端を大きく超

える；尾肢の外肢（exopod）と内肢（endopod）は

ほぼ同長；外肢の側方末端には棘状剛毛と歯をそ

れぞれ一つずつ備える。 

 

鮮時の色彩 体は一様に透明。体表には明瞭な褐

色点列に加えて、褐色点、黄色点、白色点が散在

する。額角の側面中央部には 1 列の褐色点列を有

す。頭胸甲には鰓前部から眼窩後方にかけて斜め

に走る明瞭な褐色点列が複数存在し、触角上棘と

鰓前棘にも褐色点列を有す。第 1–4 腹節には明瞭

な褐色の横点列を有す。第 1 触角および第 1 触角

柄部には褐色点、黄色点および白色点が散在する。

第 2 触角に褐色点や黄色点はない。触角鱗の側方

と、鱗片腕節に褐色点列を有す。第 3 顎脚および

第 1–5 胸脚には褐色点と白色点が散在し、各節の

末端部には黄色点が密集する。第 1 胸脚と第 2 胸

脚の坐節には褐色点が密集する。 

 

分布 神奈川県三浦半島江奈湾（Komai and Hanai 

2024）、静岡県浜名湖（本研究）。 

 

採集環境 本研究で報告したアミメスジエビ

（CBM-ZC 18140–18142）は、いずれも砂地の上

に形成された潮下帯のコアマモ Nanozostera 

japonica (Ascherson and Graebner) Tomlinson and 

Posluszny, 2001 の小規模な群生（以下、コアマモ

場と称す）から採集された（Fig. 3）。採集時は干

潮で、水深は約 20–50 cm であった。採集地点の

コアマモ場は大潮の最干潮でも干出することは

なく、常に海水に没していた。同所のコアマモ場

からは、アミメスジエビのほか、アシナガスジエ

ビ Palaemon ortmanni (Rathbun 1902)（CBM-ZC 

18146–18148）、ユビナガスジエビ Palaemon 

macrodactylus Rathbun 1902 （ CBM-ZC 18143–

18145）、コシマガリモエビHeptacarpus geniculatus 

(Stimpson 1860)、ユビナガホンヤドカリ Pagurus 

minutus Hess 1865、テナガツノヤドカリ Diogenes 

nitidimanus Terao 1913 、 コ ブ ヨ コ バ サ ミ

Clibanarius infraspinatus (Hilgendorf 1869)、ヨウジ

ウオ Syngnathus schlegeli Kaup 1853、オクヨウジ

Urocampus nanus Günther 1870、クエ Epinephelus 

bruneus Bloch 1793、カミナリベラ Stethojulis 

interrupta terina Jordan and Snyder 1902、ブダイ

Calotomus japonicus (Valenciennes 1840)、ヒメハゼ

Favonigobius gymnauchen (Bleeker 1860)、ヒガンフ

グ Takifugu pardalis (Temminck and Schlegel 1850) 

などが採集された。なお、著者らはコアマモ場の

近傍にある砂地、転石帯、岸壁などの別の環境に

ついても採集調査を行ったが、コアマモ場以外か

らはアミメスジエビは採集されなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 検討標本（CBM-ZC 18140–18142）は、以

下に示した形質が Komai and Hanai（2024）で示

されたアミメスジエビの形態的特徴とよく一致

したため本種に同定された：体表は平滑で無毛；

額角はほぼ直線状で、額角の先端は触角鱗の先端

をわずかに超えるかほぼ等位；額角上縁の歯のう

ち後端の 3 歯は頭胸甲上（眼窩より後方）に位置

する；額角上縁先端の 2 歯は他の額角歯からやや

離れる；頭胸甲上の最後端の額角歯は頭胸甲の先

端を始点として頭胸甲長の 0.23–0.25 倍の場所に

位置する；額角下縁には発達した 3 歯を有す；鰓

前棘の基部直上から頭胸甲の中央にかけて縫合

線が縦走する；第 6 腹節に肛門棘を持たない；第

2 胸脚は左右対称；第 2 胸脚指部は触角鱗の先端
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を超える；第 2 胸脚の腕節は短く、第 2 胸脚の鉗

部は腕節長の約 2.0 倍；第 2 胸脚の指節は掌部と

ほぼ同長であり、咬合部に歯や欠刻を有さない。

また、生時の色彩も、額角の側面中央部に 1 列の

褐色点列を有す、頭胸甲には鰓前部から眼窩後方

にかけて斜めに走る明瞭な褐色点列が存在する、

触角上棘と鰓前棘に褐色点列を有す、腹節には明

瞭な褐色の横点列を有すなどの点において

Komai and Hanai（2024）の記載とよく一致した。 

一方で、本研究の検討標本と Komai and Hanai

（2024）が示した形態的特徴との間には、若干の

差異も観察された。具体的には、1）本研究で検

討した 3標本のうち 2標本（CBM-ZC 18141, 18142）

では額角上縁の歯と頭胸甲上の歯の合計が 14

（原記載では 15）；2）第 2 胸脚の腕節長が長節

の約 0.7–0.8 倍（原記載では 0.8 倍）；3）第 2 胸

脚腕節の長さが末端幅の 3.6–3.8 倍（原記載では

3.6–3.7 倍）の点で異なっていた。しかし、これら

の計数値および計測値は原記載の値とも概ね重

複しておりその差が軽微であると考えられるこ

と、および原記載では 1 地点から採集された 4 標

本しか用いられていないことから、本報では上記

の差を種内変異や計測誤差によるものであると

判断した。特に額角歯式については計測誤差に由

来する可能性が低く、本種の計数値のレンジを更

新するものである。 

分布の項で述べた通り、本種はこれまでにタイ

プ産地である神奈川県三浦半島の江奈湾からの

み記録されていた（Komai and Hanai 2024）。した

がって、本研究における検討標本は本種の 2 地点

目の記録であるとともに、原記載以後初の記録と

なる。また、この記録はこれまで唯一知られてい

た産地より西および南に位置している。本種の記

録地点数はいまだ少ないが、本種がごく最近に記

載されたことを踏まえると、現時点で分布が確認

されていない地域でも今後新たに本種が確認さ

れる可能性が高い。 

生息環境に着目すると、Komai and Hanai（2024）

では本種は潮下帯に位置するコアマモ場から得

られていたが、本研究の検討標本もほぼ同様の環

境から採集された。さらに、アシナガスジエビや

ユビナガスジエビと同所的に生息する点におい

ても、本研究と Komai and Hanai (2024)の記述は

一致する。本研究において本種がコアマモ場の近

傍にある砂地、転石帯、岸壁といった別の環境か

らも採集されなかったことから、コアマモ場が本

種の生息に好適である可能性や本種がコアマモ

場に依存した生態を有している可能性がある。な

お、第 1 著者と第 2 著者は 2024 年の 6 月上旬か

ら 7 月下旬にかけて同所にて本種を対象とした

採集調査を計 11 回行ったが、本種は 3 個体しか

採集されなかった。一方で、正確な個体数は計数

できていないものの、同属他種のアシナガスジエ

ビとユビナガスジエビは一貫して数多く確認さ

れたことを踏まえると、調査地点における本種の

個体数は他のスジエビ属と比べて少ないと考え

られる。 

アミメスジエビの生息環境と関連すると思

われるコアマモは、湯浅（2020）において準絶

滅危惧種（NT）に選定されており、生育条件の

悪化による減少が危惧されている。実際に、著

者らは 2019 年から現在に至るまで本種の採集

地点でコアマモ場の観察を継続的に行ってい

るが、コアマモ場の規模は年を追うごとに著し

く縮小しており、コアマモ場に付随するオクヨ

ウジ等の魚類の確認数も減少傾向にある（末

松・加藤 未発表）。また、本種が採集された 2024

年においては、コアマモ場が発達していたのは

6 月上旬から 7 月下旬のみであり、それ以外の

時期にはコアマモ場は退縮、あるいは存在しな

い状態であった。本種の生態に関する基礎的な

知見は未だ少なく、時期に応じて本種が生息環

境を変化させている可能性は否定できないも

のの、これらの情報を踏まえるとコアマモ場の

減少に伴って本種の個体数が減少しつつある

可能性も懸念される。したがって、本種の今後

の保全の必要性を検討するためにも、本地域と

類似した環境を有す他の海域においても生息

状況の調査が必要であろう。 
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